
凍結精液の襲用化に関する試験  
Ⅰ凍結精液の島喚に対する輸送，ならびに授精試験  

司
登
 
 
 

昭
 
 
 

岡
川
 
 

荒
鎌
 
 

男
孝
 
 

敏
渡
 
 

島
交
 
 

替
入
 
 

雉
郎
 
 

透
二
 
 
 

永
沼
 
 

秋
浅
 
 
 1．■まえがき   

昭和号2年庭にぉいて，けい華雅雄牛の耐凍性，保管方法在らび匠野外媛梢の－壇の試験を突臆  

し，尖用化把ついての一応の基礎攻科な裾たが，行政愉からの軍望もあり，払暁における凍結精液  

の利用方式を確立するため，三宅島を対象忙凍結精液を輸送し，舷体窒素（以下LN乙という）の  

補給，ならびに野外授精による受胎性忙つき検討したので，その機墾を報告する。   

2．試験材料ならびに方法   

当ち帥ナい益の種雌牛，窮4年ングベツシークレス．トの精液を，LⅣ量ガスによるる急速凍結法に上  

少凍綿を行なった。使用した稀釈薇は，凍結用セミナンで，郎式精確の性状は，英一1のとおりで  

参る。   

衷－1  

虎  粘   採 ‘収  時  欄釈  G平衡  凍練前■  凍結直後  。  
区分  
年 月  日  採精竃  p．H  ↑＝  教   活力  垂竺  時 間   ブ吉力   消力   軋   

爪β  
Å   4芋5、7．l    tl．5   5．9  1  仙ワ5  10   18   ≠ト70   1ヰ40   ＋け40   

3   4日．7．25  9．∩  6．ヰ  〕2  ．7   朴ワ0  1（l  18   ≠トワ0   †廿45   

竺L」  
相接は，43年10月4日把現地（東京部署試三宅分喝）保管用の保管器（LR－35－－∈）を使  

関して楠送した。   

LⅣ∴は，胃＝rL型．補給容讃（真理社製）な使用し，杓連中の事故を防ぐため木枠を作成し，これ ヱ  

に収納して輸送した。   

LN豆の補給の方掛ま，発送の前日把工場（東洋酸素疋Ⅹ，都下国分寺市）でLⅣ を売場し「場 2  

から芝浦港までは，小稚トラックで輸逐（所零時問，約2時間）し，芝浦から三宅分場までは東海  

汽研に依託して輸送した。充九、′補給の即摘，現地拓かH‾る保管器のL彗の消耗を考慮し，  

LⅣ】の残最が保管誤全容蒐のおゝむね去ぐらいを限度として行をった。   

L彗 嘲肖純量については・雄治の何次毎吠発送時と・現地到瀞削qⅣ2の恩を計量すると同時に  

保管器への充唄註を計量したゎ  

－55－   



保管器の消耗について托，封ゝむね10日毎にLN；の残量を計量し，保管器収容の室内気温を嶺  

日記録した。   

現地採管精液に上る野外投杓試験は，島内飼養の蕗牛で，繁殖障害の夜h健康牛をま1i象に，分場  

戟負が深部注入にエう掟棉した。 融解の方法は，蛇じめ，サブ赦解を行なし′、，農家まで拡，液状  

精液と同じく諭搾㈲射沌（＋ヰOc）で携行の予定であったが，対象牛が，分場周辺に賂中した  

ため，分場に肇付けたものが多く，従って結果的には，庭先融解と同じとなった。 プ宣か，授精試  

演の堵那は，45年11月から44年5月まてである。   

5．試験成蒲在らぴに考察  

（1）野外授精そでエる受胎率   

野外授精による結果は，衷－2のとぉりで，廷■も4頒にご受精をキ7たったが，うち18頭が受給（  

直横法による）し，初回授精当たり唄陪賓は．40・9％であった。対照区における同期の商朝  

掩蔽の受胎率（60日～90日ⅣR）は4B．B％であゎ，従って，NR法による受胎率の誤差を考  

慮すると，液状精液と放牧しても，受胎峯にほとんど叢は岩窄められなレ㍉   

次に供試精夜の凍結月日別でみると，A区は25・09も，B区では46・の％で両区の間に21・9  

％の毒があったが，その原農が，統轄のテクニックによるものか，あるいほ媛柑時期によるものか  

比，例数が少惹く，明らかにすることはできなかつたり たゞ，今日の試験は，器具の祭備等諸般の  

事情もあって，凍結精按の作成を一般的に好ましくないとされている7月iて実施せざるを碍なかつ  

たこともあり，今後，受胎率の向上を図るためには，凍結時期把ついて考慮する必▲貰があると思わ  

九る。  

黄－2  

l  

（2）冷媒（エN之）の消耗   

7．輸送および移し替えによる消耗  
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30L些細拾容器を使用して，，も＄年10月から44年3月までの問把，廷6回にわたって，  

LNヱの補給を行なったが，相違中（本場発送より三宅分場宕まで）忙・机ナるLⅣ2の消耗は黄－8  

のとかカセある。 すなわち，輪送所葦嘩鷹匠癌摘紙＝＝＝時間∴巌低ま26時間，平均＝時  

間であ少‘，LN2の消耗塞の良庵は44．3研一（蚤意比）日計低は1・む％；平均は16・7ケもであった。   

なお輸送把238嘩綿洞消 した・事例は，海上輸送の途中，台風に遭遇し．たことによるものである。  

∴一こ  

本場より発送   l三宅外榊原l輸送所   ⊇．発送時  到方墳  輸送中  輸送中  
！  

晦   晦   ％  
238．00   24．亀   18．¢  10．8  44，a   

2軋20  24．2  
9．り0   

乎．均  q  

王   

‾‾‾山1   田              年月 日   埠  年月日   噂  愛嘩聞   】ブ已珊二道  残 点  消耗衷  消耗率  口  l▲も3．10．18  48．10．2S  ′  桓         10．OU  8．0（）  ！    ロ        2  43，11，1  9．0ロ  ヰ8．1l，3】 ‡11・30  う0．3（）  28．¢  20・9  慧．7  11．4    48，11，29    トム3バいtト l．11．2‖ ・も3′12，21う 0，〇り     34．fZ  2乱月 ！32－2  0．4 ユ．0  1．8 ト    ヰき．12，2施  9．00   48  5  ヰ4，1，2；∃  9．UO  4・i，l，28  8．10  120  24．2  10．2  5．0  之0．7  d  4ヰ，払′1 10．00  44，S，≠ トム．30   7¢．aD ∈  21．1  18．1  8．0  14．2       i   室 u   n    も∩  1（）．7  

補給容器から精液保管器（LR－－35－9）へ充項する際の消耗は，嚢4のとかりて1岨当り  

の消耗率くま琉高が19．9％，掃低は0．6り），平均8．8％で，か表ゎの違が認められたが，原因  

は充鳩時のクラ，イオゼット（Lエ寸2取出装置）操作の不馴れによるものと考えられる。  
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l  移し替え   移し替え前   ヰ東管器えの   移し替え忙   同 左  
‡  月 日   のLⅣz点   充 頒 羞   エる消羊毛二濠   消 羊毛 ＝峯   

48，10，2 8   13．61毎   10．9ぷタ   2．7 
極   19．9 ％   

2   4 践，11，  4   2 0．2   18．9   1．a   6．ヰ   

J   4 3，11，30   1－7．ウ   15．．7   2．0   12．7   

4   4 3，12，2 β   17．0   15．6   1．1♭   8．2   

5   4 鴎，  1，28   1＄．2   18．こ‡   0．9   4．7   

d   44，  3，  も 18・ユ  18．0   0．1   0．6   

平均  1．4   8．8  

イ．保育器の燕耗   

現地保常に使甲した保管器（LR－85－9）のLN≡の消耗について．，48年1りf】からヰ4  

年4月まで，保管器針斡現下忙・掛賀して調査した。   

旬別の平均室温をらびに，1日平均開口回教卦エぴ，1臼平均LN之消耗豊は泰－5のとお少で  

あるっ旬別の消耗畳をみると，最高が0．75Kダ，最低牲・0，47Kダ，平均0．607粕であったが，  

平均室温とLl寸lの消耗度との弼に姓，特忙関係は認められ充かった。せた保管器の開口回数につ  

いて娃，実用化した窮合を想定して，特把一定にしなかったが，間口回教とLⅣ2の梢ノ絶境匠ついて  

も関係は認められなかった。  

襲－5  

上  t  中 上F  上   領別  10    u    1・2          11・       イ        n   l  中・  日  上  中  ■F  平草痙瀾  2 0．g  19．0  18．1 ‖  1軋8  16．2  1㌍．0  l  17．B  l  15．2  1乳2  釘   
1ヨ平均  

開口回数   
丁■  

1甘平均  

い辟は㈲   0．14  0．8 0  0．0 9  0．5 n  監軋30  n一Rけ  0・50ト   0．gl  n     0．5ワ1    M88l…7   0．ワ0（一  邑。．59。 ‖  0．¢50  〔．590  n・5｛631   “ l リ  
2  4  票⊥   

5  

う上 9．6 ‖  中   下   上   中   下   
」ニ  中  下 16 上1中   ‾F■  最高 BO 

．p   

0．20  0．20   0．20   0．09   l）．1（）  

．0  
け糊l帖70   0607   
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5． 茎誓 約   

産も頓にかける凍紆誓液の実卿ヒにそなえ，その利用方式確立の基礎票料を縛るため，三宅島を対  

象に凍結精液を斡送し，現地保管の⊥，LNコの補給ならびに受胎性与てついて試験した鰭呆，次の成  

績を得た。  

山 島内雄牛4ヰ現を対象に野外毘持を行宏い，その抑珂当た少の′割合賽はす0■9％であった。  

（2）現地保管用のⅠ．N王の補給は，30エ型補給容宗旨を借用して行孜ったが，檎送中のLⅣlの7肖耗  

は，準ち 二6．7％であり，保管眉Fトの充塀忙よる消耗は，平均8．汚％であった。したがって，輸送  

時の海上の気象条件把もよるが，LⅣ2の補給忙当たって杖，おゝむね26％程度のロスを見込む必  

要がらる。  

（a）潮目即打てぉける保育器（LR】Bモー9）のLNユの1E】当たり平均消耗意は，0．607K，であつ  

たが；窒偲ならびに保管器の開口回教とLⅣ2の消耗との閥に旺，特に関係吐認められなかった。   

Ⅱ．凍結精液の融解後保存に関する試験  

秋永遠旋 横島敏男 荒岡昭司  

1．まえがき   

凍紡梢液の精子活力は，敵解後，急速に低下し，凍結締澱の利用普及上の課蔑とをっている。  

隙解後の保存性については，分離ストロー注が開発され，従来のストロー法よ少もすぐれてぃるこ  

とが械告されているので，分離ストロー法の融解後の経過時間把伴薇う椅子活力の変動ならびに受  

胎性につぃて検討し九ノ  

2．試庚材料，かよび方法   

h）試 斡 親 間   

昭和43年4月－8月  

（2）洪試精確，かよび試験方法   

場けい蕃の種雄牛パ蕉4キンク‘↑ツシー クレストを供試し，一話法によって採取した精液をそ  

れぞれ2介し，ストロー区（セけ／）ぉ主び分離ストロー区（3G－Milk）把分け，液体窒  

素ガスによる急速凍結（LNG使用）を行ない，餃体讐累で保管した。   

供試した指紋の性状法衣－1のとかりである。  
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真一1  

G平衡  桝毯料開力    き釈倍率  猟結方法  
川  勧誹  暗闘  凍結前 活刀  

ストユニ二  ヮ5≡1≠4∴  

′ストロー  18・  1iト7 0  
5．0   5．0  8．号  1ろ．0い什75   10   分負担トロー  18  l         8  ≠い7 0  ！1組旦＿．    6／ヰ  1l．B  Ⅰ≠75  10   分√港ストロー       土笠量丑」        l S  糟7 り  8 
．0   

5、8  口 160喜冊ワ5  10   
． ＄  琳7（1i晶50  

採 取  
年月ヨ   

函雛後の精子の燥在位忙つlハては，保管用経き4 〇c で融解後，帝戚席（ヰ′J〇）■で保管し，鸞  

過時間毎（0時間，5嘲舅，10時間，2い拝聞，望5疇欄）忙稲子の活力を検査した。また，融  

解後日≡有村依忙．∈る授精は，鴇ノ書道地区（宵栴市，鵡摺町，羽村町）に飼養の民間雌井で，すでに  

射司以上押付されたものを除き，かつ生殖掛風教のないものな対象として，保管精液食卓・Ocで想  

解保優し，前雲i繋全逓時制侮忙乾状柁∵夜と何機把報って，農家の月冬鞋まで積送し，卓柴r■；†；澤入匠よる撹  

和語行を？た。 舌か，妊否の判缶は，すべて洒検法に．七った。   

5．成績ならびに考察  

（1）練塀後保存時問と活力   

融解後保蒋時間と硝子の備力との閑係性，▼表一－2に示すとおりである。．分離ストコ一区にお車  

ては，畝傍後20－25時間までほとんど活力の低下比認められをかったが，ストロー居では，ヱ0  

－25時間で若干幣力の穂下がみられ20－25時間課存では，明らかに分節ストロー区がすぐれ  

てレ、たっ  

表－2  

l   

凍結 方 法   

I 1 ストロー   

2  ズニト由一   
分離ストロー   

5  ．ストロー   †汁50  ・仲50   1け50，  

i  

酔45i冊45 ≠ノと5   
融解後ヰロC保存期間    0     5－】0   〇0・－25        琳45！≠45   十けど15 †廿4り   み離ストロー  十片40  十廿ヰq     †汁5 0  1廿5 0  脾48     十什45  ≠ト¢5  十け45            分離ストロ【  i   
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鋸恐解後保存時閻と受胎琴   

～洩解読保存時聞と割台賽についでか野外授格式穎の絆果は，表－＄のとおカで参った。 軌解後  

保存時間別秒受胎童胱．0時間（融解斑紋）では，ストロー区が33．3％，分獅ストロ・一区でほ  

3f与・ら％と分痍ストロー区がやゝょく，融解後5～10任那冒では，ストロー区が＝＝け躍明し，  

分灘ストロ【区托44．5ウもと明らかに分顔拝ストu－・区がすぐれていたが，20～2い串間では両区  

ともそれぞれ33．8％で差はをかった。 また，凍結方式別でみた全体の受胎率では，ストロ・一区  

が3法．0％，分璧ストロ【区虻籍巧．5％であって，分搾琵ストロー区の方が若干高い受胎峯が得られ  

た。   

以上のような成放であったが，今匡貞の試験ぐエ，野外綬鞘の例数も少なく，したがって，憩解後の  

使用可能の限界については明らかにできなかったのて，今後さらに追試が必要と思われる。  

索－3  

保存時閥   i雲ゆ術後   区 分  投棉乗数   
ストローー   12   4   ヰ   

〔  
介；雄ストロー  11   言 4   ワ   

ストロー   7   2   5   

5～10  

分碓ストロー  ¢  4   2 り－2 5   

介尋細トロー   6   2   4   

ストロー   25  8   1ワ   

柑  
＝肌ストロー  ゑ 8   10 1 186 受胎項数  不要胎頭数  受胎率            3S．8％            3 6．4            8 8．8         5  】44・5  
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